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エコスにおける繰り返し使える食器を使ったお弁当の販売

2013年11月13日

容器包装の削減を考えるシンポジウム
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事業の位置づけと目的

位置づけ

東京都容器包装廃棄物の発生抑制

 調査の一環として、繰り返し使える

 食器でのお弁当・お惣菜の販売を期

 間限定で実験的に実施した。

目的

小売店におけるリユース容器使用

 時の環境負荷低減効果及びリユー

 ス容器の課題を把握する 。
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実施内容

弁当・惣菜の5品目について、使い捨て容器

 とリユース食器での併売を行い、売れ行き

 と利用者の反応について調査した。



 

期間

2013年8月27日～9月26日



 

場所

エコス小平店



 

販売品目

・海鮮丼

・握り寿司

・手巻き寿司

・カツ丼

・サンドイッチ
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通い容器のフロー

容器発送 容器納品 商品詰め 商品陳列 レジ会計
イートイン

飲食

食器返却梱包作業発送確認

自宅で
飲食

容器レンタル会社 株式会社エコス エコス店内 消費者

・POP表示

②持ち帰り希望

・通い容器入り食品
のバーコード設置 ・アンケート

①店内飲食希望

・返却ボックスを設置

・通い容器入り食品
のライン設置
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実施結果



 

実験期間中、対象品の約４割がリユース食器で

 販売された

＊リユース食器が売り切れてしまった場合に使い捨て容器のみで

 
の販売になった品目もある



 

食器の返却率は約30％
＊ドリンク券は購入時にも利用できたため、実質的な返却のイン

 
センティブとはなっていない



 

ごみ発生量の削減効果は９．２kg



 

資材費の削減効果は２７，４８０円



 

人件費、スペースコスト等の増加はほぼ影響なし



 

実験期間中は、食器返却等のオペレーション調整の

 ために担当を1人配置

容器ごとの販売総数に占める割合

販売数量 シェア

握り寿司 ２６６ ２９％

巻き寿司 ９７ ５８％

海鮮丼 １８６ ４２％

カツ丼 ２３５ ５１％

サンドイッチ １３２ ４０％

合 計 ９１６ ４０％
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実施結果



 
LCA分析結果（対使い捨てトレイ）

 
～概算値～



 

「イベント用食器類LCI Ver.3」（2011年１月）を使用



 

今般使用したリユース容器は50回使用時の１回分と仮定

食品1個当たりの

環境負荷低減効果

916個分の

環境負荷低減効果

単位

地球温暖化 0.16901 155 kg-CO2 eq

エネルギー資源消費 0.56348 516 MJ

水使用 0.08229 75 kg
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リユース食器入りお弁当の販売数量

・リユース食器入りお弁当の購入者に多くみられた属性。
－二人以上世帯（子供あり）
－６０歳以上
－女性

n=147

店頭アンケート調査結果
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店頭アンケート調査結果

「繰り返し使える食器のお弁当」の購入状況、今後の購入意向

・「繰り返し使える食器のお弁当」
の購入割合は約２割

・店内飲食：持ち帰り＝４：６
・今後も購入したいと考える購入者
が大半（９割強）

・握り寿司は半数以上の人が良い
と支持

購入の有無

 
購入後の食事場所

良いと思ったもの
今後の購入意向n=147

n=31
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店頭アンケート調査結果

良い点（回答者全員） 悪い点（回答者全員）

悪い点（購入者のみ）良い点（購入者のみ）
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店頭アンケート調査結果

繰り返し使える食器の商品を買う条件
（回答者全員）

 
（購入者のみ）

・購入条件の上位は、「ごみが減る」「使用後にお店に持ってくることでお金や割引券
がもらえる」こと。

・購入者だけでみると、「イートインがある」「すぐ食べられる」への回答率が高い。



10/16

恒常的な実施において想定される課題・論点



 
オペレーションの確立

–

 

調理オペレーションは品目による差は多少あるものの、全体的に大きな問題はなかった

–

 

但し、使い捨て容器とリユース食器の併用は二重オペレーションとなり、作業の効率化が課題

–

 

返却場所の管理、食器返却作業などの間接業務は、現場には負担が大きく、実施の際には別途

 検討が必要（作業の標準化には、サービスカウンターなど部門の壁を超えた連携が必要）



 
リユース食器の改善

–

 

商品の見栄えを損なわず、高い商品価値を担保できるよう、おいしく見せる形・サイズのバリエー

 ションを検討することが必要



 
導入のメリットの創出

–

 

小売業界における拡大生産者責任に対する取り組みのアナウンスや店舗の環境イメージの向上

 、コストメリットを創出できるなどの可能性がある

–

 

原価の高い一部の使い捨て容器については、コストメリットがでる可能性がある



 
返却率の向上

–

 

ポイントの付与など、返却時のインセンティブを設けると効果的と考えられる

–

 

多くのスーパーで実施できれば、利用者の返却が容易になり、利便性が高まることで浸透
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